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永田
　第四四回学院史研究会にお集まりいただいて感謝い
たします。私は関西学院学院史編纂室長の永田と申します。きょうは、 『
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ill B
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one
―
聖和の
128年』を刊行して
と題しまして 聖和史の話をしていただこうと思っています。関西学院大学は「関学学」という学問、春学期秋学期も関西学院の歴史を ぶ授業があります。関西学院というものの在り方を私たちは考えるのですが、聖和の在り方いう をきょうは皆さんとともに学んで、将来どう歩む
かということ、そのようなことの研究会になればいいと思います。 「聖和の
128年の歩みには、一九五〇年の短期大学
設置までに五つの学校が存在しています。これらの歴史編纂の作業を通じて気づかされた は、そ に「関西学院」が何度も登場し、 聖和 歴史に様々な影響をあたえ、 関わっているということでした。研究会では、聖和史刊行 プロセスから、改めて見えてき 関西学院 ついて お話ししたいと思います」と案内 さ 上げました 、同時に聖和
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の長い歴史、その独立性、自立性についてぜひお話していただけたらと思っております。
　講師としてお願いいたしました先生は、山本伸也先生、
関西学院大学の教育学部の教授でいらっしゃいます。関西学院学院史編纂室 運営委員にもなっていただいております。そして聖和史刊行委員会の委員長を務めていただきした。そして小見のぞみ先生は、聖和短期大学の教授で、宗教主事として皆さんもよくご存知の方ですが、先生も、聖和史刊行委員会の委員として、この本の刊行に非常に力を発揮されました。そ 刊行に関わられ お二人 先生方を中心に、聖和の
128年の歴史を語っていただき、関西学院
との関係 我々は共々に考え みようと思います。
　それでは、最初に聖和の歴史刊行の経緯を山本先生にお
話をしていただきます。そのあと編纂作業から見えてき「関西学院」について小見先生にお話をしていただきます。そして質疑応答と、みなさ にいろいろなご意見や知るところをお教えいただきたいと思っており す 時間は一六時五〇分から一八時二〇分を予定しております。それで 、山本先生からよろしくお願い します。山本
　山本でございます。本日はお忙しい中お集まりいた
だきましてまことにありがとうございます。今回は二部構成の発表という形で、まず最初に、私が刊行の経緯を導入という形でお話させていただき、その後本論として、第二部で小見先生に映像を交えてお話をしていただきます。まず、レジュメの資料をご確認ください。
　最初に、聖和の歴史刊行の経緯を簡単にお話させていた
だきます。二〇〇九年四月一日、学校法人聖和大学は 学校法人関西学院と合併したことにより、学校法人聖和大学は解散いたし した。この合併を機 、聖和の歴史書 刊行したいと う要望が聖和側から関西学院側に出され ことにより、合併後に学校法人関西学院 もとで歴史書を刊行することとなりました。これを受けて、二〇〇九年四月に、旧聖和の教職員を中心とする聖和史編纂委員会が設置されましたが、事情によ 、四年後の二〇一三年四月に編纂委員会を解散し 新た 聖和史刊行委員会を組織 て刊行の作業にあたりま た。その時点で合併から既に四年を経過していましたので刊行を急ぐ必要があり、二〇一四年度中の刊 を目標としました。刊 委 会 ての実質の編纂作業 期間は、約一年半 した。公務をこな ながらの作業はそうとうに厳しいもので が、二〇一五年三月に『
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『Thy Will Be Done ―聖和の128年』を刊行して
93
頁の書として刊行することが出来ました。それまで、記述をもとにした通史としての聖和史は、一九六一年に発行された『聖和八十年史』のみでしたので、今回の刊行は聖和の歴史をよりよく理解するためにも有益 ないかと思っております。
　書名は『
T
hy W
ill B
e D
one
―
聖和の
128年』としました。
〈資料１〉をご覧ください。この名称にした根拠は記載の通りです。 「合併を繰り返して歩いてきた聖和の歴史、それは、神の意志、み心 一心に辿ろうとした歩みであっと言えるだろう。これからも変わるこ なく、神の意志が成し遂げられていくことを願って、本書を『
T
hy W
ill B
e 
D
one 』とした」 。これは、 「主の祈り」のなかに出てくる
み言葉です。大学の歴史書のタイトルが英文で、しかも聖書の あるということは、異例に思えるかも れませんが、聖和の過去の歩みと も や学校とし の目 見える形はありませんが、これからもさまざまな形で存在し続ける聖和を表すのに、相応しいタイトルではない というふうに考えました。
　作業を始めるにあたって、刊行まで二年の猶予しかない
ということでしたので、本 分量は自ずと制限されました従いまして、限られ 紙面ではありましたが、でき け
多くの人に読んでもらいたいという願いから、 「読む年表」を編集方針としました。第一部では歴史的事項は出来るだけ詳しく説明し、また解説 加えて ますが、それだけでは残されている貴重な資料を生かして聖和の をじゅうぶんに記述出来ないという考えから、小見先生に二十六のコラムを選んでいただき、執筆していただきました。大学の歴史書としてこのよう 形式はやや異例かもしれませんが、編纂した個人の見解 含んだ物語性のあるコラムが、むしろ本書の特徴のひとつとなっている 思っています。
　構成に関してお話しいたします。 〈資料２〉の目次をご
覧ください。本書は大きく分けて二部構成となっており、第一部は一八八〇年 神戸女子神学校から一九五〇年までの聖和女子学院まで、第二部は、一九五〇年設立の学校法人聖和女子短期大学から学校法人聖和大学 〇〇九年までとなっています。沿革チャート 左頁をご覧くださ 。一八八〇年創立の神戸女子神学校を含む三つの学校があり、それらは後に聖和女子学院となります。これを第一部とし、右頁にあります聖和女子短期大 以降の歴史を第二部 いう構成にしました。研究会のご案内にもありますように、第一部がメインとなっていまして、第一部は見開き左頁に事項を、右頁には事項に関する解説を記載し、先ほど申し
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ました二十六のコラムを挟んであります。学校法人聖和女子短期大学設立の一九五〇年以降の歴史を扱う二部は、事項のみを記載し、第一部と第二部の間には、一九五〇年以降の出来事 録 た写真を掲載しています。
　最後に、聖和の歴史についてお話しいたします。これは
第二部の前提となるものですので、 〈資料３〉の沿革チャートをご覧いただければと思いま 。聖和は三つの源流となる学校 持ち、それらが合同を経てひとつ 学校になったという非常に特異な歴史を持っています。最も古いは、一八八〇年から始まる女子伝道学校で、この 八八〇年が、聖和の創立の年と っています。一八八八年にはメアリー・イザベラ・ランバスが神戸婦人伝道学校を設立し、後にそれはランバス記念伝道女学校となります。メアリー・イザベラ・ランバスは、ご承知のとおり、関西学院を設立したウォルター・ ッセル・ランバスの 母さんです。一八九六年には、広島女学校保姆師範科 開設されこの保姆師範科が、聖和の幼児教育・保育 直接のルーツとなりま 左ページのこれら三つの学校は、合併を行い、一九四一年に聖和女子学院というひと になります。このような複雑な歴史の中でも とくにランバス記念伝道女学校については、あまりよく知られていませんでしたの
で、本書では詳しくその歴史が述べられています。これらにあわせて沿革チャートの各頁右側には幼稚園の歴史を記載しておりますの ご覧ください。聖和キャンパス内にある聖和幼稚園は、一八九一年に設立された英和女学校付属幼稚園を始まりとしています。
　聖和の歴史の最後の部分に少し言及させていただきます
と、合併後は、沿革チャートに記載の通り、学校法人聖和大学の聖和大学短期大学部は学校法人関西学院聖和短期大学として また聖和大学付属幼稚園は学校法人関西学院聖和幼稚園として存続してい す。四年制 聖和大学は、二〇一三年三月十九日に五名の学生が卒業し その年の一〇月に廃止が認可され した。このように、一二八 という聖和の歴史を編纂 い すと、 その編纂過程で、 様々なことが浮き彫りになり、そ なかのひとつが聖和と関西学院との結びつ でした。従来、聖和と関西学院は互いに関係が深いといわれ、ある程度分ってはいましたが、誰が、いつ、どのようにという具体的なことはあまり知られていなかったのではな か 思われます。それでは 次に「編纂作業 ら見えてきた関西学院」と題して小見先生にお話をしていただきます。よろしくお願いし
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小見
　それでは、ここから聖和の歴史についてお話してい
きます。けれどもこれは非常に長いうえに、起源となる学校がいくつもあって、そ ぞれの歴史があるため、ダブル、トリプルになっている時期もありまして、都合何百年にもなってしまうものということになります。
　そこで、今日は、特にいちばん最初のルーツである神
戸女子神学校、ここの話を中心にしたいと思っています。チャートをご覧くださると、いちばん左に書かれているのが神戸女子神学校です。教派的にはアメリカンボード（会衆派／組合教会）が創りま た学校で、神戸女学院 創立者のひとりが重なる、そのグルー ミッションスクールです。 　
　チャートの二番目に書いてあるランバス記念伝道女学校
は、もう名前で分りますように、メアリー・イザベラ・ランバスの学校です。今日の話では、その前にチャートの三番目にある広島女学校 方を先に入れます。最初に「神戸女子神学校」のことを、 次に「広島女学校」 、 そして「ランバス記念伝道女学校」 、それからランバス記念と広島が合併した「ランバス 学院」にいって、最後に「聖和女子学院」という順番で話をしていきま ので いまどこ いるのかなと考えながら聞いてくださればと思います。
　私は、千九百年代のあたり同じ時代を何度もウロウロし
て、各学校をみたものですから、話をしている途中でよくどっちがどっちの人だったか分らなくなるのですが、二つ目と三つ目にお話しする学校、広島女学校とランバス記念というのは、両方とも教派的にはメソジストの学校です。もちろん、名前から分るように関西学院と同じルーツ、同じ教派です。ですので 関西学院から見るとこの二つの学校については、かなりご存じで、関学の歴史と重なると思いますので、今日はとくにアメリカンボードの創りました神戸女子神学校のお話をできるだけして 残り 時間で他の学校のことをとりあげ、聖和 歴史のなかで、関西 院はどんなふうに関わっていたのかを、写真を映しながらお話できればと思っています。神戸女子神学校
　神戸女子神学校は、日本で初めての女性のための神学校
です。一八八〇年の創立で、こ 写真は、 「最初 六人生徒たち」といわれているも です。床に座 る この背中が、創立者ジュリア・Ｅ・ダッドレーで あとはご覧のとおり、いろんな年齢の女性たちが生徒として写います。神戸女子神学校は、ここに出した ダッドレーと
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マーサ・Ｊ・バローズの二人が創立者で、ジュリア・ダッドレーの方が神戸女学院の創立者のひとり もあり、タルカット先生と共に を ったという関係です。
　神戸女子神学校は、花隈で女子伝道学校として開始さ
れました。花隈の鈴木 、鈴木大老（
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宅と記録されていて、ど 鈴木さんなのかよくわからなかったのですが、今回出版作業をする中で、おそらく神戸教会の初期 信徒である鈴木清に関わる方ではないかと、私は思っています。
　レジュメを見ていただくと、一八八〇年に始まって
一八八三年には中山手の五十九番 六丁目に移っています。もともと花隈で始まって、神戸の中山手 あ た学校だというこ で、ほんとうに明治初期に神戸で伝道を始めた学校だということがわかります。下線を引いてあるところが、ランバスファミリーがこられた時期 。一八八六年に来られています。メソジストの場合は、中国宣教を盛んにしていましたので日本宣教、神戸 伝道開始というはちょっと遅かった。そこで神戸のプロテスタント宣教は、まずアメリカンボードが入ってきて、そして神戸教会、いまの日本キリスト教団神戸教会を創っ いきます。こ 神戸宣教をサポートしていたのが三田の九鬼の殿様 旧三田
藩の人々でした。そこで、神戸女子神学校も、三田、九鬼家の支援を受けてやっている 本当に神戸の学校だなという気がします。ＲＣＣの出された『ミナト 宗教とコミュニティー』にも描かれている明治期の神戸の文化とか、神戸での宣教に関わっていた三田の人たち、その文化の中で学校をやっていたと、強く感じる神学校ということになります。
　この写真が中山手の五十九番で、花隈からここへ移った
わけですが、ここはもともとギューリックが おりました「七一雑報」の印刷所でした。そこを学校に、ギューリックのお宅を教師宅にするとい 形で、本当 神戸の最初のキリスト教の始まり と ろに関わっていたということがわかります。そして同じ場所の中山手五十九番で、一九〇八年に新しい校舎を建 舎新築に際してさきほどの元々の建物は、神戸教会 日曜学校の校舎とて移設しています。神戸教会とは深い関わりのあった学校だということです。
　レジュメには、その当時、一八八三年の担当教師に
小こ
磯いそ
吉よしたり
人
と書いてあります。これは小磯良平のお父さんで、お
医者さんで看護学などを教えていただいて た その三行下、
田た
中なか
兎と
毛もう
が教頭になるとあります。そこ（会場の吉岡
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記念館会議室の壁）に絵がかかっている田中忠雄さんのお父さんです。
　神戸を代表する洋画家のお二人のお父さん方が先生をし
てくださっている、こんなところをみても、なんというか、神戸文化のにおいのする学校だったんだなという気がします。
　その非常にレベルの高い文化的な、当時の最先端の芸術、
科学を学校に持ち込んだのが、写真にある、この学校の中興の祖であるゲルトルート・コザートという方です。この方は『神戸のロマンス』を著してい 神戸居留地のこととか昔の伝承や歴史 記しています。またコザートが校長だった時に、ちょうどラビ ドラナード・タゴ ル 来日する。そのタゴールの講演を聞きに学生たちを連れて行っています 学校にも来ていただいたようで 学校の雰囲気を語るエピソードだと思います。
　そして、これは一九二一年の卒業写真です。これが田中
兎毛教頭先生で、これが若き日の賀川豊彦で 賀川豊彦に社会学を教えていただいていました。このとき は、中山手の五十九番にあり した。 中山手三十五番が 「三十五番のランバス」といわれたランバス記念伝道女学校 、賀川豊彦 授業はランバス記念の生徒たちと 合同授業だっ
たようです。神戸で、お隣で一緒にやっていたということになります。神戸女子神学校は、社会学を非常に大事にして、最後は社会事業科という 科ももっていました。
　この時期の、他教派からの先生としては、ここに織田や
すという方がおられます。彼女は日本で初の女性の神学者で、コザートが一度米国に帰りましたとき、彼女を日本へ連れて帰って、一九二一年から一九二八年まで教師をされました。この時代に、日本人の新進気鋭の 性 者を専任教員として迎える、という学校だったことになり す。
　この神戸女子神学校で、他に何度もお名前がでてくる関
西学院の方というのが 一九一〇年のところ 書いています三戸吉太郎です。原田の森の関西学院構内に日曜学校のためにハミル館を建てた三戸吉太郎、そして、二一年のところにあります 崎彦一という方がいます。この方はずとランバス記念の先生ですが、神戸女子神学校 も教えに来ていただいていたということ 出ています。他には曾木銀次郎、あとでランバス記念のところで出てきま 。関関係者とし は、三戸吉太郎、 崎彦一、曾木銀次郎などの先生方にお世話になっていたという がわかります。
　学校は、この辺りまでは結構よかった、高い水準で一生
懸命やっていたんですね。ところが、一九二五年を見て
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いただきますと、米国婦人伝道会（アメリカンボード）の援助金が三分の一 なり学校運営が厳しくなります。ここからは聖和の歴史に繰り返される、いつも学校経営に苦しい、苦しい歴史 始まるわけ んですが、一九二五年ぐらいから いよ よお金がカットされる。いままでは、ミッショナリー アメリカンボードの宣教団のお金で運営していたものが、日本の組合教会がそ 運営を担って く方向に動 ていきます。田中兎毛先生などが学校に来られたのも、日本人の組合教会の牧師さんたちの関わりが出てき経営を教会の方で考えるようになっていった表れです。
　一九二七年を見ていただくと中央委員会、管理委員会の
設置と書いています。この中央委員会というのが、組合教会の中にある常議委員会（常置委員会）のようなものと考えていただいたら いと思います。そして、管理委員会というのは、神戸女子神学校の理事会だったものです。それが管理委員会という名前になって、日本 方が、学校運営の主体へ 変わって くわけです。そして二七年には、日本各地でミッショナリー（アメリカンボード）がやってきた事業を、組合教会が主になっ 経営を考えることになり、共同経営にして どうかと思われる学校や施設の名前が挙げられます。その第一に 次が
頌栄ですね。頌栄は幼稚園と保姆伝習科と両方挙がっていました。それから淀川善隣館、岡山博愛会などもでていて、学校は、 いへん厳しい状況を迎えます。この頃同窓生は一生懸命になって、学校存続を願い、募金活動と祈祷会をしています。
　しかし、一九三〇年、中央委員会で神戸女子神学校の継
続は困難であるとされ、廃校することを組合教会の総会に提案することが決議されるところまできて、ほぼ廃校が決まりました。一九三〇年は、神戸女子神 創立五十周年にあたる年でしたが、この「五十周年記念は の葬式になるだろう」と言われてい 、同窓生もみな、それを覚悟していたのです。
　ところが、どういうどんでん返しが起こったのか 校地
を移転することと、教育課程を変更することを条件に、女子神学校の継続が突如決 す。この条件 文言は、そこにかかわり あ 部分だけ書き出 ていま 、まず、いま神戸女子神学校が建っている土地は、 「頌栄の永久的位置にする」と書かれ、では、こ 土地を出 くこ 人たち（神戸女子神学校）はどこに行くかということで、 「久的位置は 学院、関西学院の付近 こと」と書てあるのです。
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　レジュメの横、下線のところにありますように、
一九二九年に関西学院は上ケ原への移転を完了していました。神戸女学院も岡田山に動くことが決まっておりました。その両方の学校の付近に移転することが、神戸女子神学校存続の大前提になっていたわけで 。その上で教育課程を見直し、金銭面でも努力するなら、という条件で 存続が決められた。神戸女子神学校は、 学の上ケ原移転があって、一九三〇年で終わってしまわず 、命を繋ぐという経験をします。
　そして岡田山にやってくるわけです。一九三二年、神戸
女子神学校岡田山に移転。写真 よう 草原にヴォーリズの三棟の校舎が出現しました こ 『基督教世界』の記事を見ますと、 戸女学院の校舎が、次々と岡田山に姿を現してくる で、周りの人がびっくりしていた 、 「そのすぐ北隣で、関西学院や甲山に面して楚々たる二棟のクリーム色をした建物が竣成した。知らない人たちは、やはり神戸女学院の一部か関西学院の校舎だと思うかも知 ぬが、これぞ今秋から移転し来った我が 子神学 の新校舎と寄宿舎である」と書いてあります。状況はこの写真、右後方のこれが甲山だと思われますから この辺 関西 院の上ケ原があり、こちら側が神戸女学院となります。現
在はこの草がぼうぼうに生えている位置に一号館、本館が建っているわけですけれども、最初はいまも残っておりますダッドレーチャペルのある四号館、旧五号館、この裏に小さな宣教師館という三つ ヴォーリズの建物と、日本人教師住宅の、わずか四棟だけのキャンパスでした。神戸女学院の北側にちょっとくっついて、上ケ原の関西学院と女学院の間に位置していた うことになります。
　神戸におりましたときは、学生たちは皆日曜日の夕拝は、
各教会に行っていたと書い あります。ところが、岡田山に上がってきますと、日曜日 夜までそんな所にいられない。見てくださって分るように、草しかないよ な所危な ので学内のチャペルで夕拝をすることになりました。そこにやってきたのが神戸女 職員の方 寄宿生の方、そして関学の学生たちということが書いてあります。 「関西学院の専門 生や女学院 寄宿生、職員などが参加するため、山上静寂の小会堂 、五十人から六十人の参加者があっ 」と。ちょうど位置も真ん中でしたので、両方の学校から集まって、ここで夕拝を毎週して たといわれております。
　でも、岡田山へ移転して来たものの、やはりお金はない。
そして一九三〇年代ですので、どんどんと戦争に近づいて
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いくときです。一九三六年にはこんな記事がありました。「困窮する学校のために関西学院記念祭でバザーを開きました」と、同窓会の「会報」に出ておりまして、 「関西学院校内に堂々と神戸女子神学校売店を開きました」と書いてあるのです。なん なく絵が浮かびそうで、たぶん「神戸女子神学 売店」と揚げて、一生懸命 何か売っていのではないかと思っております。またこの頃は、しばしば関西学院での農村伝道講習会に参加などの文字も出てまいりまして、一緒に ろんなことをしていた がわかります。
　けれども学校の経営は大変になって、ミッショナリーが
みな本国へ引き揚げていくという状況の中で、一九四〇年の十月には「長坂日誌」と う当時 校長（長坂
鑒かん
次じ
郎ろう
）
先生 日誌 んですが、警察の調査が入っ とある。 くに学校の宣教師に関して聞いていく、このあとに神戸女学院、関西学院の事までも聞いて ったと書かれています。
　そんな中、一九四〇年の十一月には神戸女子神学校は立
ちゆかないということで、廃止案が出されます。廃止にするのに、四つのオプションがあって、一つ目が廃校、とにかくやめてしまう。二番目が、ランバス女学院との合流、メソジスト 学校と一緒 なること 出来るかということです。三番目が同志社への合流、四番目が組合教会の一機
関となって奨学金を出してやっていく。
　実際には、この四番目が有力だったということで、神戸
女子神学校を止め 、組合教会のひとつの養成機関になり、 性の信徒を何らかの形で訓練するという形を考えていたようです。ところが、こ 翌月、一九四〇年の十二月にランバス女学院との合流問題が急浮上しま 。これはあとで申し上げますが、あちらはあちらで、ランバス女学院も非常事態になっておりましたので、長坂先生によれば先方、つまりランバス女学院は突進的、当方は悠然と書いてあります。そんな状況の中 十二月ばたばたと事柄（合併）が決まりまして、一九四一年三月、ランバス女学院から多くの人が移転してきます。そして四 には入学式を行い、二十六日に兵庫県知事より神戸 子神 校の 名変更という形で聖和女子学院への認可を受けることになります。ランバス女学院は後で見ますが、大阪で非常に大きな学校でした。しかしその人たちがみな、理由があって追われてここへ来ることになるんです。
　神戸女子神学校というのは、教派がメソジストではない
ので、メソジストの関西学院とは関係 ないというふう 、私はこの編纂をするまで思っていました。ところ まず関西学院が上ケ原に動いてくださっていて、これが けれ
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ば神戸女子神学校は、おそらくあのまま神戸で終っていた。そうやってこの場所に来た神戸女子神学校が、 ここ（西宮）にいてくれたために、今度はランバス女学院が助けられるという、本当に両方ともがいなければならなかった。そうして合併すること よって、聖和というものを創りだすことが出来た。そんな歴史を、神戸女子神学校の方 見ていると感じるのです。
　神戸にある学校時代は、同じ神戸のランバス記念や原田
の森の関西学院の先生方 ろんなことを助けていただき、西宮時代は上ケ原の関西学院 売店まで出させていただてお世話になり、またここで終わりという時に メソジスト派のランバスの学校 の合併 生きながらえてきた いうことになります。広島女学校保姆師範科
　次は広島女学校ですが、こんなふうに詳しくやっていた
ら、とても終わりません。ここから 二つの 校は、関学と同じ ランバスファミリーによって創られていますの 、広島のことは、この写真の三人のことだけを採 げて、少しだけ申し上げたいと思います。
　広島女学校保姆師範科が、聖和のルーツになりますが、
広島女学校自体の創立者は砂本貞吉というこの人物で、校祖と呼ばれています。こちらの、ナニー・ベット・ゲーンズは、聖和にとっては創立者と言っていますが、この人は保姆師範科を創った方で、広島女学院では校母と呼ばれています。広島女学院 行かれた方は、見られたことがあるかもしれませんが、講堂に入りますと今お せしているこの三人の大きい写真 架けてあります。そ にもうひとりいる が、よくご存じのウォルター・ラッセル・ランバスということになります。こ 方（砂本）が創立者で、この方（ゲーンズ）は校母で、保姆師範科を創った、それと同時にウォルター・ラッセル・ランバスがいなければ出来なかった学校ということになるわけです。
　砂本貞吉という方は、ウォルターが十一月二十四日に日
本にやって来て、その二日後、十一月二十六日に神戸に読書館を開館しますが 開館式でアメリカの事情 ついて話をしています。開館式のプログラムの かに名前があります。ランバスファミリーは、中国から日本の宣教へと動いてきました。砂本貞吉という人は、以前アメリカにいて、受洗をして日本に帰ってきた人で、英語を理解し 日本人で クリスチャンだった。その砂本が ランバスファミリーが来日した神戸にやっ きて、広島での伝道を助け
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てくれと言います。
　そのことを、ウィリアム（Ｊ・Ｗ・ランバス）は、マケ
ドニアンコール いって、喜ぶんです。 （＊注：使徒言行録に記された、キリスト教が異邦人伝道へ向かうきっかけとなったエピソード）ランバスファミリーは、マケドニア人が私たちを呼んでくれていると、砂本の来てくれたことを理解する。そして、この経緯から神戸で始まったメソジストの伝道というのが、瀬戸内伝道圏にむかっていく。西中国、中国地方 四国へと動いてい 。ランバスの売店があるのもあっちの （＊注：広島県庄原地方へＷ・Ｒ・ランバスは伝道に行き、現在、 営備北丘陵公園内の売店に「売店ランバス」としてその名前が残っている）ですね。
　神戸から西へと出かけて行く、そのきっかけになったの
が砂本貞吉になります。ですから広島女学校というのはいまの広島女学院ですが、ランバスファミリーが産みだした学校ということになります。
　またナニー・ベット・ゲーンズという人は、もともとこ
のウォルターとデイジー夫妻に憧れて、それで日本にやって来たという人物です。ですから、このランバ ファミリーがいなければ彼女はもちろん来ていないという状況ですし、 学校創立当初には、 メアリ も行って ますし、 ウォ
ルターとデイジーも子どもたちを連れて行っています。広島は低地で、太田川の氾濫がよくおこった。それで伝染病が流行るというようなこと あり、ウォルター夫妻が小さい子どもたちを連れて行かないようにと、祖母のメアリーが助けに行っ りしてい 、このファミリーが広島に通っては、 て創 わけです。
　またウォルターがお金を工面して、校地を獲得したと書
いてあるのですが、なかなかウォルターという方は、原田の森を買われた時のこともいろいろと逸話があるように、先見 明というかビジョンをも てきちんと土地を買っていかれる方のようで、広島でもそういうこ をし います。広島では「居留地外に於いて土地購入
若も
しくは家屋を建築
する等の事 外人の
為な
し
得う
べからざる規則なるに
夫そ
の
耶やそ
蘇
教きょう
宣教師
共ども
は（これ、ウォルターたちのことですが、 ）此
の規則を破って広島に土地を買った」という 芸備日日という新聞の非難記 出ています。 「当地居留の宣教師ランバス氏は、流川町某氏の地所 借り受け耶蘇教場建築をするよしにて」というようなことが書 てあります。
　何回も大変なところを広島女学校は通りますけれども、
創立当初、一回完全に撤退して神戸に戻っていくとき 、ウォルターがその土地を押さえていたということがあっ
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学校が再出発を果たす。本当にウォルターたちランバスファミリーがいなければ、広島の歴史は無かったなということを感じられる学校です。その点で関西学院と同じだ思います。
　これは一九一〇年の創立記念写真ですが、ここに、先ほ
ど申し上げた三戸吉太郎 写っています。私は『関西学院の人びと』で三戸先生のことを書かせていただいて、おかげで三戸吉太郎先生の顔は、どこにあっ も分かります。神戸 御影教会におられて そして原田の森のハミル館を建て、日曜学校のことをずっとしていた三戸吉太郎がなぜ、この広島にいるのかとい 広島のご出身 、一八八七年クリスマスに、広島 ウォルター・ラッセル・ランバスから受洗しておられます。 　
　そこから関西学院神学部に学ばれることになり、メソジ
ストのなかで日曜学校教育の中心的な指導者 な また。この人が、広島の で何かあるたびに駆けつけていたという とがわ ります。そのほ にも神 部 第一回の卒業生田中義弘先生 この方は広島女学校 一八九二年の開校式で、たぶん流川教会の牧師として赴任しておられた時だと思いますが、聖書朗読をしてお れます。そして松本益吉先生、関学神学部の教授、後には関西学院 副
院長もされた方、このお二人が一八八七年に広島でジェームス・ウィリアム・ランバスから受洗している。関西学院の神学部に入った何人もの若い人たちは、広島でランバスファミリーから洗礼を受けて、関西学院へと動い 行ったことになります。
　田中義弘先生は流川にいるときには広島女学校に関わっ
ておられた いうことがわかりますが、松本益吉をなぜここに書いているかといいますと、広島女学校保姆師範科一回生の芝春枝さんという方が、結婚したのが松本益吉さんで、このあとは松本春枝として聖和女子学院 理事 しておられます。
　こんな形で関西学院と、聖和のルーツの一つであ 広島
女学校は、もちろん母体が一緒だから当然です 、深く関わりを持っていたことになります。
　この学校、広島女学院はこの後もずっと歴史をつないで
今日に至るわけですが、一九一九年の段階で、米国南メソジスト監督教会の年会は、婦人部に属する広島女学校保姆師範科と、神戸にそ 頃ありましたメアリー 学校 あるランバス記念伝道女学校 合同をきめます。キリスト教活動の高等教育機関として、十分に整備される いうことを願い、その新しい学校は、校地の価格が許せば 当時いち
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ばんの大都会であった大阪に設置すること、とされています。これは南メソジスト監督教会にとってセンテニュアルの記念大事業で、アメリカから多額のお金を寄付していただいて、広島の保姆師範科と神戸にあったランバスの神学校の両方が 大阪に移転して、ランバス女学院を作 ということになったわけです。ランバス記念伝道女学校
　三つ目の学校に移ります。この写真がメアリー・イザベ
ラ・ランバスです。見るからにきりっと意志の強そうなメアリーです。信仰と信念の人と う感じがします。若い日に「五ドルと私自身を捧げます」 言葉を語り、その通り、三十二年間を中国宣教に捧げたのちに日本へとやって来た、ウォルターのお母さんということになります。
　この人が自宅である山二番で、これが最初の記事ですが、
下山手通り二番館にランバス夫人が「婦人学舎
｣
を設け、
女性たちのために英語、算術、習字など 無謝儀にて教授すると書いてあります。ここで、学ぶというこ が無かった日本の 学校が開かれたわけです。この学校が関西学院と近いかということは、いわないでも分るという感じですが、関西学院の歴史をひも解 る時に必
ず最初に出てくる写真が、聖和にとっても大事なルーツになる、それがランバス記念伝道女学校 いうことです。
　次の写真は、学校創立が決定された日本宣教部第二回年
会で、ここにメアリーこれがウォルター・Ｒ・ランバスデイジーです。そしてこの二人の子どもをメアリーが抱っこしていて、これが老ランバス、ウィリアムです。このときに、ふたつの学校の設立が決議される です 片方が広島女学校、もう片方がランバス記念伝道女学校ということになります。
　ここから言い始めたら、ありとあらゆることが繋がって
いるので、特に大事かなと思っている とにしぼります。ランバス記念伝道女学校は、最初山二番で学校として宣教部に認められて、費用を出してもらっ 始まります 、中国語は堪能だったメアリーたちも日本語はまだ出来 せん。そこで、最初に日本人の女性教師と 来 のが岡嶋初音活水のＥ・ラッセルのもとから、卒業して送られてきたわけです。岡嶋初音は本当に有能 素晴らしい働き手であったと言われていますが、年号を見 いただくと分るのですが、 「一八八八年活水から岡嶋初音が女性 者 神戸に赴任」 しま 九月の中旬です。そしてメアリーとウィリアムを助けていました。学校でも、日本語で教えてくだ
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さったわけです。ところが、十二月三日に岡嶋初音はいまの神戸栄光教会 、ウィリアムの司式により吉 美国と結婚しているのです。すごく速い、と思いました。いつ来ていつ結婚したのかと。この吉岡美国先生は、八八年三月に山二番の仮会堂でウィリアムから受洗しておられ す。そして八八年、同じ年の夏に彼女が活水から来たのです。そして年末には結婚していた
―
。
　ランバス記念やその後のランバス女学院の歩みをみてい
ますと、本当に吉岡美国先生、吉岡夫人
―
とこの後は出て
きます
―
には、いろいろとお世話になっています。こちら
側からみると岡嶋初音さんは、早々に取られて（？）しまいましたが、吉岡夫人に代わることで、関学と つながりができている。吉岡先生の側からすれば ウィリアムから受洗をして、メアリーの学校で教師をしていた岡嶋初音と結婚式をしてもらって、ウォルターの創立した学校を引き継いで第二代院長となったわけです。 （＊注：初音の妹、岡嶋マサ、ナルは、吉岡の義妹として関西学院グリークラブの草創期に深いかかわりを持つこ になります。 ）
　ランバス記念の初期は、吉岡夫妻とランバスファミリー
とによって支えられて学校 やっ いたという感じが ます。教師とし 、アリス
―
メアリーの二男ロバートのお連
れ合いです
―
にピアノを教えてもらったり、もちろんメア
リーも聖書や音楽を教えていますが、それを日本語で強く支えたのが吉岡夫人という具合です。
　さて、ランバス記念伝道女学校は、九九年に新校舎を完
成して山二番から三十五番（中山手四丁目）に移ります。「三十五番のランバス」とか「三十五番の学校」と呼ばれていたようです。こちら中山手四丁目、神戸女子神学校は中山手六丁目です。近くだったので、先ほどもうしあげた賀川豊彦の授業は合同でなされ、ランバスの人たちが神戸女子神学校に昼休みに走っていっ と書かれています。
　そんなご近所でしたが、このランバス記念は、神戸の同
じような場所にありながら、同じキリスト教の女性のための学校でありながら、ずいぶん神戸女子神学校とは違 ます。そこが非常にランバスの思 を伝えている だなと思う部分です。
　この写真を見ていただくと分りますが、これは、 「欧亜
混血児学校」です。ユーラシアンですから、ヨーロッパとアジアの混血児の学校をこの時期に開いているわけです。それからマッチ工場などで働いている女工さんと われる人への伝道であるとか、被差別部落と思われるところ 無料託児所であるとかを、学校の事業とし ます。それか
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ら、ここにＹ・Ｍ・キムと書いてあるのは
Dr.キム、女性の
お医者さんです。ランバスファミリーは、中国宣教で行っていたような医療宣教の実施を考えて ました。一時、無料診療所を作っていま 中国では、本当に貧 い女性や子どもたちの めに、メアリーは、 「捨て子」を拾って育てていまし 。それと同じようなタイプの働き、 ちばん底辺、いちばん社会から隅 追 やられている女性たち、子どもたちのために活動していく
―
そういう学校になって
います。
　それから、ランバス記念伝道女学校がどれだけ名前を変
えたかと う表（注：本文一三五頁） 資料に付けています。これは、こんなにも目まぐる く名前が変わったことを見ていただきたいというよりは、この中にある多様な事業を見ていただきたいと思 ました。 「欧亜混血児全日制学校」に、ランバス「手芸学校」 、女性の職業訓練ですね。料理や手芸を教えていました。そして「パルモア学院」英語教育 夜学がその中に入ってきたり、診療事業や、無料保育、そして日曜学校、そうい ろ ろな働きを含んで、学校にしていた。女性たち子ども ちの現状に即したところで、やっていた学校だと う とがわかります。
　それからもうひとつ、名前を見ていて感じるのは、神
戸女子神学校は
evangelistic
という言葉を使っています。
K
obe W
om
an's E
vangelistic School です。ところがラン
バスは、
evangelical とか
evangelistic
とか
theological
を使わないのです。これだけ名前を変えているのに単にSchool, Institution, T
raining School です。バイブルウーマ
ン（
B
ible w
om
an ）の養成所であって訓練校であると言う
意味で、女性伝道者の学校（伝道女学校）でしたが、 わゆる
T
heological School や
E
vangelistic School という女子
神学校ではない こういう意識をもっていた だったと思われるの す。
　これがメソジストの、もしくはランバスファミリーの掲
げたミッション、関西学院がいまも
"M
astery for Service"
という言葉でもち続けているものに通じるひとつのことではないかと、私は思っています。同じ神戸の中山手にありながら、ランバス記念と 戸女子神 校は、ある意味で全くと言って いほど違っていた。もちろん神戸女子神学校も日曜学校を実施していますし、女性の びのためにろんなことをしていた。社会的養護の課題は、 「社会事業」という学科として、あそこ（神戸女子神学校）ではちゃんと学問できるように出てくるのですが、こちら（ランバス記念）は、本当に学校自体 その課題のなかにあ 、実
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際に活動していたと思います。
　あともうひとつ、ここの特長的な性質で、聖和の歴史に
とって大事なことが、ランバス記念幼稚園です。この写真は、パルモア学院内（山二番）に移転したランバス幼稚園ですが 一九一七年にはランバス幼稚園は、その「パルモアのよいお家」から「もう一つのよいお家」である三十五番のランバスへ移転したとい ことが出てきます。
　このランバス記念という学校は、神学校 バイブルウー
マンの養成、いわゆる女性伝道者を養成していました。その部分と保育・幼稚園の部分
―
その保育者までを含んで
―
をあわせた学校になっていきます。ランバス記念が、この両方 やっていてくれて、広島（保姆師範） の合併 出来てくる。ランバス記念が幼稚園事業を一緒にするという考え方をしてくれたので、社会福祉とキリスト教、バイブルウーマンの養成と保育者の養成 重なっていったと思います。これは、メアリーたちラ バスファミリーのもっていた宣教論なのかなと、いつもこの を見て て思 ます。
　少し飛ばしますが、この写真はメアリーが亡くなったあ
と、ウォルターがメソジスト三派合同のために全権大使として来日された一九〇七年に、ラ バス記念伝道女学校が
実施し始めた第一回の婦人伝道者会議に出席された時のものです。これが吉崎彦一、これがウォルターで、ここにニュートン先生がいらっしゃいます。
　ここにいるのが、この学校の中興の祖である、モード・
バネルという当時の校長先生です。彼（ウォルター）は、このときポケットマネーだと思いますが 学校の壊れたところの修理代を出してくれている、そして生徒たちが学ぶための伝道旅行の費用を出してくれたとバネル校長が書いています。こういった婦人伝道者会議 始まり、それが、ゆくゆくは教役者と保育者を合同 た研修会へと展開 ていきます。その場に参加し、隠れてそっと支援 て く。自分のお母さんが、最後まで命を懸け、気に懸けていたランバス記念を大事に想い、貧しい人たちのため 身を粉にして働いている女性たちのために こを訪 いる姿を見ます。
　ご存知の通りメアリーは、晩年体を壊して蘇州にいたノ
ラ・パーク（娘）の所に行って亡くなり、上海 外人墓地に葬られます。そしてウォルターは、自分をお母さんの横に葬るように言って、お二人は上海に眠ることになる
―
。
これを考えても、ウォルターとメアリーというのは 非常にいろんな意味で共通な部分を持っていた。 た、ウォル
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を訪ねたり、訪問伝道をしています。年間千回を超えると書いてあったときもあって（注：一九一四年には年間一七六〇回の訪問が記録され いる） 、教室で勉強しては、外へ実習に行く。実践的に子どもたちを集めては子ども会をし、女性たち子ども ち 生きているところに、 緒に生徒がいる、学校自体がそういうものとし 歩んでいく、「サーバントの学校」だったと思います。
　この神戸の伝道女学校が、先ほど言いましたように、メ
ソジストのセンテニュアルの大事業ということで、広島女学校の保姆師範科と一緒になって合同することになって、神戸を去っていきます。ランバス女学院
　そうやって、大阪に出来た がランバス 院です。こ
の学校は、現在の近鉄上本町駅のすぐ北側（北東） 一等地に建てられます。今は「大阪市立福祉 ター」が 階にあって上がマンションになっている建物で、すぐに分ります。ここは、もともとはこの写真にあ 歯ブラシ工場でその建物を仮校舎として「ランバス女学院」の看板が見えています。これを壊して、ヴォーリズ 建築で、地上三階、地下一階、セントラルヒーティング いうすごい建物を、
ターも、母をすごく大事にしていたと思います。これはランバス記念の側、聖和の歴史から見ると、ウォルターというのはそういうふうに見えるというか、そういう人物でもあると思われます。
　この写真は、一九一四年の第九回卒業式です。ここはメ
ソジストの学校ですので、多く関西学院の先生方にお世話になりました。これが先ほど 言いました吉崎彦一、これが西條寛雄で、これが若き日 賀川豊彦で 。賀川豊彦は合同授業をしていたランバス記念の卒業式にも顔を見せています。ここにいるのが釘宮辰生、これが赤沢元造、これがＮ・ベネットという宣教師で、幼稚園事業を中心 してくださっていました。ベネットと、 の人Ｍ・バネルが宣教師です 、日本人の先生方の顔ぶれは ほとんどが関西学院からや、学院の出身者となっ ます
　このランバス記念の建物の正面の写真を見ていただくと、
この看板ですね、門の左に「ランバス記念幼稚園」 門右に「ランバス記念伝道女学校」 、 そして壁にある が「ランバス日曜学校」です。こういうふうに学校が、表 三つの看板を揚げている。
　これは門の前の生徒たちですが、おそらく出かけるとこ
ろだと。結構個人訪問とか、幼稚園や日曜 校 生徒 家
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スパニッシュミッション形式で建てることになります。
　ここ（建物正面外壁）に
L
am
buth M
em
orial T
raining 
School for C
hristian W
orkers
という文字を揚げて、ラン
バスを名乗りました。赤ちゃんを片手に、もう片方の手にはバイブルを持って、女性た 子どもたちのために伝道したメアリーの名前を冠したといわれています。この大きな建物に保育専修部と神学部がつくられ、こちら側（向かって左手） 幼稚園、 「ランバス女学院附属幼稚園」が創られます。
　この学校は、私がみてきた聖和の学校の中で、関西学院
についで、ウォルター・Ｒ・ランバス 大事にしている学校ではな かと思います。もちろん学校の名前に ランバスとありまして、創立記念日が十一月十日ウォルター・Ｒ・ランバスの誕生日です。この日に、つまりランバス監督の誕生日を創立記念日に据えたわけです。ここの学校のランバスファミリーに対する思いという は非常に強いと感じます。
　それでこの学校は、細かくみていたらすべて関西学院に
繋がっていくので、お二人だけ特 写真を出させてい だきました。釘宮
辰とき
生お
、田中
貞ただし
先生です。
　レジュメに書きましたように、関西学院からの教師陣で
ランバス女学院は授業を助けていただいています。最初の教師の中に窪田 三、真鍋由郎、松下
積せき
雄お
、堀
峰みねきつ
橘
、
亀き
徳とく
一男、曾木銀次郎、今田恵のお名前があります。みなさんいろいろな形で関西学院の要職を務められた方、神学部の先生方と うことになるかと思います。
　真鍋先生は、名誉中学部長ですか、関学の生物の先生で
すよね、いちばん初めの時から、 「博物」 授業を持っていただいて さっきの歯ブラシ工場の仮校舎時代から教えてくださっていたようです。曾木先生のように、ランバス記念のときからと う先生もたくさんお れます。今田恵先生は、ランバス女学院と幼稚園で、子どもたちの発達や児童相談、心理学系統のことを特に教えてくださり 子どもや母親教室 健康相談とか心理相談というようなことを、ここで っておられます。
　一九二九年の学校の記録には、 「創立以来教授をつとめ
た曾木銀次郎、窪田学三が関西学院の本務の都合上辞職し七月より今田恵が関西学院より欧米留学へ出発」したと書いてあって、先生たちが関 で忙しくなったり、関学から留学をされると ランバスで報告されている そして、河辺
満みつかめ
甕
先生が来たとか、木村
逢ほういつ
伍
先生が来たとか、関学か
ら後任人事をし い 、ほとんど関西学院という感じで
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やっていた学校だと思います。
　さて、前に特に上げたお二人にもどります。まず、釘宮
辰生先生というのは（注：大分のウエンライト宅でキリスト教と出会い、一八八八年にＷ・Ｒ・ランバスより受洗） 、晩年は関西学院教会の牧師をされた先生です。Ｍ・Ｍクック院長代理の時に顧問としてランバス女学院を支えてくださいました。大阪両国橋 、 まの東梅田教会 が、の牧師をしておられましたので、初めに神戸と広島から二つの学校が移転してきて、大阪で本拠地をつくってスタートするまでの間は、ランバス記念時代からのよしみで釘宮先生がずっと両国橋教会を貸し くださ ました。神戸、大阪から、 西宮に至るまで、 釘宮先生には支え れ、 関わっていただいたことになります。
　聖和には図書館に残された図書、資料センターにあるも
のの中に、たくさんの先生方 蔵書、三つの学校の遺産がある でえらいことです 、があります。その中でいちばん多いと思われるのは、 「釘宮文庫」というシールが貼ってある本です。おそ く先生は くさんの本を、どの段階か、ランバスの段階か、聖和女子学院の段階かわかり せんが、寄贈してくださっています。
　そしてもうひとり、田中貞先生というのは、関学の中学
部長になられるのですが、ランバスにとってかけがえのない方です。ランバス女学院は一九二一から四一年までの二十年間しかないのですが、その中で七年間院長をしてくださったのが田中貞先生 。この先生が関西学 に引っ張られた（すみません）時には、すごい嘆願書が関西学院にいった筈で、 それには「引っ張らないで欲しい、 もし引張るのであれば田中先生のよう 人を送って欲しい」という趣旨のことが書いてあります。素晴 しい人格者でンバスにとっての大恩人です。
　この先生のお母さんの話をしていたら長くなるので止め
にしますが、甥御さんが、宮田満雄先生になります。聖和女子学院と聖和女子短期大学には、当時の名物寮監、舎監として、 「宮田のママさん」とみんなに慕われた、宮田あいさんという方がおられます。宮田満雄先生のお母さんです。その宮田あいさんと田中貞先生がご兄弟と う関係もあって、田中先生が宮田のママさんや、 を聖和につないでくださいました。ラ 時代はもちろんその後も、あらゆる意味でお世話になったということです。そして、ランバス女学院は、田中先生 、本当に愛 れた学校だったと思いま
　ランバスの所はいっぱいあるのですが、もう一つだけ。
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この写真は、ランバス大運動会のものです。創立記念日に大運動会を、この方たちはよくしていました。もちろん幼稚園がありますので幼稚園の子どもたちと、 （この辺が近鉄上本町の駅で、ここに線路が走っています）そのあたりの近所の人たち、そして学生、教職員を含めて、大運動会を十一月十日ウォルターのお誕 日に行うのです。
　この年は、吉岡美国先生が来られています。これが田中
貞先生です。吉岡先生が来て下さったときに語られた講演が、ランバス女学院「季報」に残されています。メアリーのことを、 「ランバスのおばあさん」と呼んでいたと吉岡先生が語られた記事です。
　そこでは、 「ランバス女学院はランバスのおばあさんが
土台である」ということを言っていて、そして「ランバスのおばあさんというのは、あまり達者な方ではなかった」と書かれています。他ではあまり読んだことがなくて、私はメアリーというのは強い人だと思っていた ですが、メアリーは、 「小柄でありましたががっちりした体質 持ち主でありました。ぜんそくが持病でこれが発作を起こすと大変な苦しみであったが、少しもそれを色に表されなかった。病気で休んでいるとは申され せんでした」と吉岡先生が語っておられるの す。ぜんそくを抱えながら 忍耐
強く、家事万端をこなして、多くの客人と訪問者をウェルカムしていた、そういうメアリーの姿です。
　そして「ランバス監督（ウォルター）のような大人物を
作られたのは一におばあさんの教育による」ものだと言っておられます。 「殊にランバス監督のよく働かれたその性格はおばあさんの血を受けた為でありましょう」というふうに語っ おられます。先ほど見ましたよ に、若き日に洗礼も授けていただき、また結婚式をしてもらった吉岡先生にとって、ランバスファミリー、特 メアリーとウォルターは、 このような印象 った だと思 ます。 監督と
 「お
ばあさん」は、持っているものが似かよっている、ウォルターにはその姿が出ているのだと。こ なお話を 運動会の時にしてくださっています。
　ランバス女学院というのは、とても「ランバス命」のよ
うな人たちだと私は見ています。これ分りますかね （校庭に学生教職員が人文字で 「ランバス。 」 と描いている写真）「ラ・ン・バ・ス」でここに「。 」で一人（子どもが）おります。ここ 田中先生がおられて、これ 近藤先生、中江先生、そして、あの は何をし いるのかと、近所方々が門の外から覗いています。この学校は大阪のど真ん中で、本当に特別な空間を作っていました。そして「ラン
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バス」ということに対しての誇りと、ランバスファミリーのもっていたミッションというものに対して、学生も幼稚園も、非常に大事にしながらやっ いたわけです。
　保育部と神学部があり、全部女子で、幼稚園をしていま
した。一九二一年に出来て、一九三〇年代になってくると、戦争の影響でこの学校も大変な状況になって、徐々に米国からのサポートや、ミッショナリーが引き揚げ いかざるを得なくなる。同窓会では、学校存続のため いろ ろ画策をしていますけれども、お金を集めた ころで、なかなかこれ 維持していくことが出来ない状況に立ち到ります。同窓会の会誌には、 「ランバスの名 校名としては失う時ありとしても、ランバス 精神は失うべからず」というすごい意志を感じる文章があります ランバス 創 くれたものを、その精神を受け継がないといけないと考えた学校だったと思います。
　戦時色が濃くなっていくと、この写真は、たまたま神戸
女子神学 と合同で、橿原神宮 勤労奉仕隊に出ている様子です。これがマーベル・ホワイトヘッド先生 宣教師が自ら「もっこ」を担いで橿原神宮 砂利敷き 手伝う、学校をあげて何とか体制に協力して 本当に涙ぐま い努力をしながら、大阪の地で学校を維持しようとしてい ます。
　けれども、一九四〇年、 「ランバス最後の半年」と書き
ましたが、四〇年の夏のことです。学校は、先ほどお見せした立派な校舎を持っていましたので、愛国婦人会というところが、女性と子どもたちのための病院をこの場所に作りたいと、ついてはここ 供出しろという話をもってこられるんです。当時の大阪府知事、半井知事の奥さんである半井久子が中心になっている愛国婦人会という が、夏に訪問してく 。それでランバスは 非常に困るわけですが四の五の言っておられない状況で、学校は土地建物 財産の全部を愛国婦人会に譲渡しなければ らないというこが十二月に起こります。
　愛国婦人会は、 「無償譲渡とし、金一封五十万円」を宣
教師社団（メソヂストのミッショナリーのことですの辺りになってくるとカタカナでは出てきません）に渡します。ミッショナリーは、その全額を学校へ寄付 てくれて、すべてを失ったランバス女学院に五十万円だけが残るという状況になってしまったわけです。
　夏休みに訪ねてこられて、十二月初めには譲渡が決定
行く先も何も分らないのに、学校の場所が無くなるという状況になった。 それで、 先の神戸女子神学校 方で出た、 「先方（ランバス）は突進的」になるわけです。学校を追われ
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て出て行かなくてはいけない状況の中で、ランバスは神戸女子神学校に合併の話を持ちかけることになります
　ここの場面では、最後の最後まで関西学院にお世話に
なっております。宣教師社団が学校に寄付してくださったお金によって、あとで西宮の河原町の土地建物を購入し、幼稚園や寄宿舎を作ることになるのですが、最後の理事会記録には、その宣教師社団への感謝と共に、 「必要とあらば上ケ原構内のハミル館 使用し よいと申し出た関西学院に謝意が伝えられた」という文章が残っています。本当に困っているのを見て、ハミル館を使って何とか学校をしたらどうかと うことを言って下さったというこ だと思います。
　こうして、この人たちはここを追われていきます。この
写真は、ランバス最後の日曜学校の様子です。これが、廃校と合併の苦労を負われた広瀬ハマコ院長です。先生たちや学生たちは、西宮に移っていくこと 出来まし が、こに写る、ランバス幼稚園の出身者が多かったと思いますが、子どもたち、園児たちは、大阪から付 て行くことは出来ません。子どもたち 近くの聖公会等いくつか 幼稚園に別れていったようです。
　そのときランバス幼稚園の最後の園児でここに写るお一
人が、後に聖和短大に入学してこられます。卒業後は、先生もしてくださった方で、そういったこぼれ話を、本でコラムの形にしています。ともかく、ランバス女学院とランバス幼稚園にとっ 、本当に辛い廃園 廃校のときが来るわけです。そうして、あの大所帯のランバスが、この小さい神戸女子神学校に引っ越して来る、そして、聖和女子学院を開校します。聖和女子
　これが、岡田山での聖和女子学院の開校式の写真です。
第一回の理事会には、資料をご覧の通り、上手に組合教会の人たちとメソジスト教会の人たち、 戸女学院や同志社の関係の方たちと関西学院の方たちが、メンバーとな て両方理事会に入っておられます。阪田素夫さんというのは阪田寛夫さんのお父さんで、もともと広島女学校のの卒園生で、南大阪教会の方。そ から釘宮先生が入ってくださっています。 中村金次 いうのは、 『南美宣教五十年』を書いたメソジスト 先生です。松本春枝さん 広島のところでお話した、松本益吉 妻になった芝春枝さん そして田中貞先生、このあたりがメソジスト側 す。
　その後、 戦争状態になるとき、 この写真は、 ちょうどパー
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ルハーバーの前夜（一九四一年一二月七日）に、関西学院の神学部生と合同でメサイヤを、 聖和の四号館チャペル （現ダッドレーチャペル） 、一緒に合唱したときのものです。その晩、クリスマス音楽礼拝が終って帰ったら、次 日朝、 パールハーバーだったと、 こういう状況です。こちらは、戦争中の「もんぺ姿の卒業式」と私たちがよんでいる写真。卒業生は、 「晴れ着に着かえ、しかも決戦服装で」卒業証書を受けられたと記録してありました。幼稚園も、大阪にあった鶴橋学園などは、空襲 ため一旦閉めないといけない状況になってきます。
　こういう戦時下に結成された「聖和女子学院防衛隊」規
則の中には、 学院の自衛防空のいちばん最初に「教育勅語」と書いてあります。何よりまず、教育勅語をどこに避難させるかを考えないといけない時代で そ 仮奉安所としてもし何かあった場合は、 「神戸女学院又は関西学院」と書いてあります。湯木 （洋一） 先生がよく奉安庫のことを言っておられましたけれども、聖和のは、あそこに入れるつりだったのだと。 ぶん、女学院側に火の手 上がったらこっち（関学）に持って行き こっち 上がったらあちにも て行くつもりだ たんだろうと読みまし 。こんなところまで、 （当時の）一番大事な のの持っていき場
所も、関学と神戸女学院のどちらかにというわけで、聖和の状況がすごくわかる記事だと思います。
　これは、ようやく、その戦争が終わって、さっそく子ど
もたちと学生たちと教師たちが一緒に運動会をしている様子です。
　さて、戦後はこのあと、新たな合同について協議がなさ
れる記録が出てきます。一九四八年から五〇年までの間に限ら ますが、合併話がなされています。最初は頌栄 神戸女学院から、合併しないかという話が出ていると理 会の記録にあります。ですから頌栄、神戸女学院と うアメリカンボードの方の学校 。こ らの方の あるなかで、それに挟まるようにして関西学院神学部女学生の聖和の寄宿舎への入寮許可とか、関西学院大学と教師の交換、協力要請とか、そういう言葉が出てきます。
　その頃
C
oC
（注：北米八教派の宣教部とキリスト教主
義学校等を結ぶ協議会）は、関西地 に、キリスト教の保母養成の聖和と頌栄の二校がある必要があるのかというとで、このふたつ 一校に出来ないのかとい 提案をしてきています。ところがそ 提案が出てきた後の理事会 記録には、 「当女子 院が（これは聖和ですが、 ）その使命の特異性 鑑みて関西学院大学と将来合同することが適当と
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思われる故」に、
C
oC
にはその方向での支援をどうぞし
てください、ということが書いてあるのです。その後、関西学院長並びに関係者との会見と うのをやっています。そして「神崎院長は 関西学院 聖和の合同に関して積極的意思を表示」したと理事会で報告されています。
　ところが、こういうすべてのお話は、一九五〇年に新学
制が敷かれて、それぞれの学校が短期大学 か大学で独自に動いていくところでパタッと終っています。その時は、そこでおしま の話なのですが、それぞれが別々にやっていく の前に、そういう合同のお話があり、聖和の理事会は「特に関西学院と」と ことを話している。私は記録を見ながら面白いなと思ったことで た。
　終りに、 この写真は、 聖和短期大学になって （一九五〇年）
から、学長をつとめた人たちです。まず、聖和女子学院時代からずっとされて た広瀬ハマコ先生、次がマーベル・ホワイトヘッド先生、そして山川道子先生がすごく長いです。この後を引継がれたの 松永晋一先生 関西学院の神学部のご出身、そして今日もご出席の西垣
二つぎかず
一
先生、その
次が、先ほど話した田中貞先生の甥御さんの宮田満雄先生と、みな関学 方々です。そして最後に山村
慧さとし
先生のとき
に関西学院と合併するということになります。
　これは二〇〇五年、聖和の創立一二五周年の時の教職員
記念写真です。これを見てくださると皆さん方の近くに、今の関西学院の中に、この人たちが入って来ていることがわかる ではないかなと思います。
　すみません、こんな時間になりました。早口で失礼しま
した。永田
　本当に興味深く皆さんとともにおうかがい出来たと
思います。アメリカンボードとメソジストの関係とかおもしろい所から結びつきもあったり さまざま お話をうがいました。少し時間がございます。ご質問などどうぞよろしくお願いしたいと思います。神田
　あらためて非常にクリアーに年史を著していただい
てどうもありがとうございま た。ひとつだけ、四〇年、四一年、合同になっていく動きですが、キリスト教会全体の動きでいえば教団 成立、教派がひとつに合同させられているという動きがありますね。だからきょうは内側からのお話があったと思 のです 、財政的な問題 か、もちろんそれが非常にメインだと思い が、大きな四三年に神学校が合同ということがあります 、その辺の動き 関連をもうちょっと教えていただけたらと思います。
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小見
　一九四一年にキリスト教各教派が戦時下の宗教団体
法により日本基督教団になったことは、聖和の合併の歴史と、もちろん深く関わっていると思いますが、こ 本では、戦時下の合同について、特に神戸女子神学校の歴史の中で、戦争というものがどう うふう キリスト教 にやってきたかという形で書いています。
　神戸女子神学校は、その中心であった神学部を戦争に
よって失うことになるわけです。失うというか、男子の場合は西と東二つ置かれますが、女子の場合は東京にひとつだけ、日本女子神学校になり、すべてそこに吸収されます。ですからある意味で、神戸女子神学校は、神学部が廃止なった時点で学校が無くなった 思いが強いと思います。
　そして、岡田山の神戸女子神学校校舎で始まった、聖和
女子学院時代も、戦争によって本当にキリスト教がどんどんと侵食されていく様子というのがよく分ります。 ずカリキュラムの中から聖書の授業がなくなっていく。学則の最初に書いてある「目的」のところ 変わっていく。に向かう世の中で、学校という形を維持し うとしたら、キリスト教を削ぎ落とさないといけないという状況 あって、学校は教派 越えて合併しながら何とかそこを切り抜
けて、学校をもたせてきた。それはランバスの方を見ても、神戸女子神 の方もそうだと思うんです。
　特に戦争の時の状況をみていると、この「
T
hy W
ill B
e 
D
one 」という言葉に込めた思いというのが、聖和の本当
の思いではなかったかなと思うのです。ちょうど住野公平さんが先週のチャペル週報に、ウォルター・Ｒ・ランバスの言葉を書いておられまし 。 「人生におい あまたの偉業を達成した人たちは、皆自らの人生の目標を設定し というよりはむ ろ、 高次の目標を与えられた」と、 そうウォルターが言っている言葉を書いておられたのです。本当にどの学校も、高次の目標「
T
hy W
ill （＝神の意志） 」を考
えなければしのげないとき 過ごして、合併 きたのかなと。
　それでもある意味すべてを失って、神戸女子神学校な
どは、 「完全に終った」と長坂先生は書いておられるので、そういったたくさんの喪失の部分を身に強く受けながらやってきた歴史だと思います。そ ときの追 詰められ行く状況を歴史としてきちんと見ておく そこから削ぎ落とされるものと失っては らな ものは何か 見る いうことが、これから私たちが、学校というも をどこに建てるのかを考える時に、ものすごく大事 ことなのではない
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かと思っています。永田
　時間もちょうど来ております。きょうは聖和の
128
年を刊行して聖和そして関西学院の結びつきというものが皆さまとともに学ぶことが出来たのではないかと思 ます。山本先生、 小見先生どうもありがとうございました。 （拍手）小見
　今日は、出版に際して最後までお世話になった川崎
啓一さん、井上琢智先生はじめ皆さんに来ていただ ていて、聖和の
128年を、関西学院から出していただいたこと
を改めて感謝しています。本当にありがとうございまし 。（拍手）永田
　どうもありがとうございました。それではこれをも
ちまして第四四回の関西学院史研究会を終りたいと思います。
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